
申込書 EAST TOKYO KARATE CHAMPIONSHIP 

 

5 

 

 

日本赤十字社   災害義援金チャリティー 

2026 秋季東東京空手道選手権大会 

（主催）国際空手道連盟  極真会館  郷田道場 

 
○開催日 ２０２６年 ９月 ２３日（水・祝） 

 

○会 場 ひがしんアリーナ（ 墨田区 総合体育館 ）２F 武道場 

所在地：墨田区錦糸４－１５－１（ＪＲ錦糸町駅徒歩３分） 

 

○ 開始時間 （午後からの予定）  ※ カテゴリー別で、後日各道場から連絡があります。 

 

○ 出場料 ８，０００円 

 

○ 出場申請締切 締切 ９ 月 ２ 日 （水）   

 

○ 出場留意事項等 下記留意事項を必ずご確認願います。 

 

・ 東東京大会は、地区大会以上の試合出場経験・入賞歴が豊富な選手、又は支部長ならびに

道場責任者が推薦する選手等を対象とします。 

 

・申請時の体格（身長・体重）と、当日の計測値が下記基準範囲外の場合は失格。 

（身長±５ｃｍ超 体重±５ｋｇ超） 

・ 参加人数により、運営上、各クラスを統合・分割等の変更をする場合があります。 

 

・その他、試合規定や運営・試合判定について、一切異議申し立ては受け付けません。 

 

・ ケガや体調不良は自己責任です。当日、発熱・体調不良の方は、ご来場をお控えください。 

・ 選手の急な体調不良・ケガの対応は、付き添いの方で病院へ連れて行くようお願いします。 

 

 

・当日は、野球場側の入口よりお上がりください。 

（テニスコート側階段からの入場禁止・エレベーター使用禁止・体育館ロビー待機禁止） 

・ 利用時間外・利用時間内問わず体育館のロビーでの待機は禁止です。時間厳守でお願いします。 

・毎度、入室可能時間を確認せず、準備中に武道場に入ってしまう選手・保護者がいます。

必ず事前に所属道場に問い合わせ、入室時間を間違えないよう確認してください。 

 

・ 武道場入口のトイレは使えません。（  武道場奥のトイレをご利用ください。 ） 
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2026 秋季東東京空手道選手権大会 主催者 殿 

【規約宣誓】 

私儀、２０２６年９月２３日開催の上記組手試合出場にあたり、大会ルールに基づき正々堂々技

を競い合うことを誓います。  自身の健康管理には各自で責任を持ち、万が一負傷および事故が発

生した場合でも、主催者および道場責任者に一切責任を問いません。  また、主催者の判断並びに

審判員の判定内容に従うことを誓います。 

 

 年 月 日 選手氏名  保護者氏名  

（※未成年のみ） 
 

出場クラスの記入欄 ※ 【別紙カテゴリー】 一覧表より、出場クラスＮｏ．とクラス名を記入 

Ｎｏ．【 】  参加クラス名 

所属支部 / 道場名   支部  道場 

フリガナ

氏名 

性別 

男 ・ 女 

現在の級 / 段 

級 / 段

帯 

ＩＫＯポータル会員番号 生年月日 ※大会当日の年齢 

年 月 日（ 

※学生は学年記入 

才）（ 

 

年生） 

身長 

体重 

ｃｍ 

ｋｇ 

 緊急連絡先 続柄： 

（ 

 

） 

 

過去２年以内の主な大会実績・入賞歴 

上記選手が大会出場に相応しい実力を有し、健康状態を含め

出場に際し危険が無いと判断します。   少年部においては、前

出場試合（支部交流試合・型競技を除く）から、２０日以上の

間隔を確認・証明し、出場を承認します。 

支部長 署名 

足立慎史  印 

 

   （下記の短冊も必ず全て記入し、切り取らずに道場へ提出） 

 

 

ﾌﾘｶﾞﾅ 身 長 体 重 級・帯 年 齢 出場クラス No.ｶﾃｺﾞﾘｰ 支部・道場 過去２年の実績 

 

氏 名 

 

 

 

 

ｃｍ 

 

 

 

 

ｋｇ 

級

帯 

 

 

 

 

歳 

No.【 】 

支部

道場 

 

印 印 
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No カテゴリー 本戦 延長戦 防具 

25 幼年男女混合  年中  

 

1 分  

 

 

1 分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ヘッドガード（面付） 

・拳サポーター 

・スネサポーター 

・ヒザサポーター 

 

 

・金的ファールカップ( 男子 ) 

 

・下腹部ｶﾞｰﾄﾞ ( 女子 )( 小学４年生以下は任意) 

・胴ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ (  女子小学生以上 )（貸出） 

26 幼年男女混合  年長 

27 小学１年生  男子  

28 小学２年生  男子   初級（～青） 

29 小学２年生  男子   上級（黄～） 

30 小学３年生  男子   初級（～青）  

 

 

 

 

1 分 30 秒  

 

 

 

 

 

1 分  

31 小学３年生  男子   上級（黄～） 

32 小学４年生  男子   初級（～黄） 

33 小学４年生  男子   上級（緑～） 

34 小学５年生  男子   初級（～黄） 

35 小学５年生  男子   上級（緑～） 

36 小学６年生 男子 初級（～黄）軽量級（～ 40.0㎏） 

37 小学６年生 男子 初級（～黄）重量級（40.1㎏～） 

38 小学６年生 男子 上級（緑～）軽量級（～ 40.0㎏） 

39 小学６年生 男子 上級（緑～）重量級（40.1㎏～） 

40 小学１年生  女子  
1 分  1 分  

41 小学２年生  女子  

42 小学３年生  女子   

 

1 分 30 秒  

 

 

1 分  
43 小学４年生  女子  

44 小学５年生  女子  

45 小学６年生  女子  

46 中学１年生 男子  軽量級（～ 50.0㎏）  

 

 

1 分 30 秒  

 

 

 

1 分 30 秒  

47 中学１年生  男子   重量級（50.1㎏～） 

48 中学２. ３年生 男 子  軽量級（～ 55.0㎏） 

49 中学２. ３年生 男 子  重量級（55.1㎏～） 

50 中学生  女子  軽量級（～ 45.0㎏） 

51 中学生 女子  重量級（45.1㎏～） 

52 高校生 男子  軽量級（～ 60.0kg）  

 

2 分  

 

 

2 分  

 

 

・ヘッドガード  ・一撃オーブンフィンガーグ❑ーブ 

・スネサポーター  ・ヒザサポーター  ・マウスガード  

・金的ファールカップ( 男子 ) 

・下腹部ｶﾞｰﾄﾞ ( 女子 ) ・胴ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ ( 女子 )（貸出） 

 

※一般男子初級は胴ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰなし 

53 高校生 男 子  中量級 （60.1㎏～ 70.0kg） 

54 高校生 男子  重量級（70.1㎏～） 

55 高校生 女子  軽量級（～ 50.0kg） 

56 高校生 女子  重量級（50.1kg ～） 

57 壮年 40 ～ 54 歳 軽量級（～ 70.0㎏）  

 

 

1 分 30 秒  

 

 

 

1 分 30 秒  

58 壮年 40 ～ 54 歳 重量級（70.1㎏～） 

59 壮年 55 歳以上  軽量級（～ 70.0㎏） 

60 壮年 55 歳以上  重量級 (70.1kg ～ ) 

61 一般 男 子  初 級 （～黄） 

62 一般 女 子  初 級 （～黄） 

63 一般 男子 上級 軽量級（～ 70.0㎏） 
 

2 分  

 

2 分  

・一撃オーブンフィンガーグ❑ーブ 

・スネサポーター  ・ヒザサポーター  ・マウスガード  

・金的ファールカップ ( 男子) ・下腹部ｶﾞｰﾄﾞ ( 女子) ・胴ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ ( 女子（)  貸出） 

64 一般 男子  上 級  重量級（70.1㎏～） 

65 一般 女子（緑帯以上） 

 

 

小学生はヘッドガード面付き、一撃ヘッドガード、イサミCKW-10、TT-25、TN-10、TN-100 を使用します。

感染症防止のため、できる限り私物持参をお願いします。難しい場合は各道場にご相談ください。 

小学生以上の女子及び中学生以上は安全のため胴プ❑テクター（会場貸出）を着用します。 

※一般男子初級以上は同プ❑テクターなし 

 

※ 帯留め( 黒のビニールテープ可) を各自持参し帯留めする事。 
どう ぎ  そで きん し ひじ  か く  なが そろ 

※ 道着の袖まくり禁止 ( 肘が隠れる長さに揃える事) 

※ 金的ファールカップ( 男子 ) 及び下腹部ガード( 女子 ) は必ず道着の内側に着用する事。 

※※※感染拡大防止の観点から、防具はできる限り持参してください※※※ 

 

少年試合付則 

中学生以下の試合については安全性を考慮し、次の付則を設ける。 

1. 全ての押しを反則とする。 

2. 肘打ちを反則とする。 

3. 足掛け・足払いを反則とする。（前蹴り・突きなどで相手を瞬時に転倒させ、即座に気合いが伴う突きをして明確な残心を示した場合は技有りとする） 

4. ライトコンタクトの決めを禁止とする。よって、転倒させての技有り（背中が着いた状態での決め）、相手の捨身技への「決め」での技有りは認めない。 

5. 床に手をついての蹴りを反則とする。 

6. 倒れた状態からの攻撃は全て禁止とする。 

7. 腕への捌きは肘から下のみが認められる。 


